

















































































義,その寮福宮内に朝鮮 総 督 府庁舎が建設されたこ
とは聞知の事実であるO
また,1915年に朝鮮 総 督 府 ｢始 政5周年｣を ｢記
念｣する ｢朝鮮物産 共 進 会 ｣ が 行われたが,その際
に設置された共進会 美 術 館 に は 数多くの文化財}美
術品が出品された｡そして , 同 年末に共進会が終了
すると,美術館の建物はそのまま総督府博物館と
なったO以後,総督府は植民地支 配を通じて,慶州,
扶余,公州,開城,平壌といっ た , 古代日本と歴史
的関係のある地域に博物館を建 設 し ていった｡
植民地支配を通して日本に 持 ち 込 まれた朝鮮文化
























カン ソ ン チヨンヒョンピル
物が 澗 瞭 ･ 全 登 弼 であった｡澗桧は1938年に朝鮮
初 の 民 間 美 術 館 である穣華闇を設立するとともに,






























































管,文化財の問題はしばしば ｢返還｣か ｢寄贈｣ と
いう争点で議論されてきた｡すなわち,韓国側 が朝




渡し｣ のみが明記され,条文に ｢返還｣ の意味が盛
り込まれなかった｡当然ながら,今後 の 日朝 国交正



















全 貌 を 検 証していくことという解決に向けでの指針



















大いに感銘を受けたし,これを契機と して, 翌 月の
ソウルへの出張の際に韓国国立 中央博 物館 を見学 す
ることもできた｡李素玲民をは じめ とす る関係 者 各
位,ならびに今回の展示評を書く機 会 を与 えて くだ
さった歴史学研究会に感謝申し上げ た い｡
(高麗博物館,2榊9年8月12日～11月29日)
